
特定非営利活動法人 時ノ寿の森クラブ 

令和３年度の事業報告書 

１ 事業の成果 

時ノ寿の森クラブは、１５年前、これからどんな時代が来ても、子どもたちには

豊かな森林が必要と信じ、森林を守ってきました。この間、社会の参加を広く得る

ため、2010年にはNPO法人を設立し、多くの個人や団体の支援を受け、森林を保全し、

森林の持つ有形無形の資源を様々な分野に利用してもらう取り組みをしてまいりま

した。 

令和３年度は、静岡県から認定NPO法人の認定を受け、社会から信頼され、かつ参

加してもらえる森林環境活動に発展していくように、会員の皆様と役員及びスタッ

フ一同が一丸となり、新たな出発をいたしました。

具体的には、森林保全事業では、森林環境譲与税によるモデル森林整備事業や経

営管理が行われていない森林について、市が仲介役となり森林所有者と担い手をつ

なぐ仕組み「森林経営管理制度」に対応するため、個人所有者の意向調査を実施し、

その結果、時ノ寿の森22.79haの持続可能な森林保全の基盤が構築できました。森林

製品販売事業では、ウッドショックによる国内の木材市場の混乱に伴い、「山から

まちへの木づかいプロジェクト」森から生まれる家づくりの都内の新築住宅向けの

内装材販売は受注できませんでしたが、掛川市内の城西区公会堂建築の構造材の一

部として時ノ寿材を提供することができました。また、ヒノキ六角テーブルも東京

都内の飲食店に7台納品しました。普及啓発事業では、幼児対象の「森のようちえん」、

小学校低学年対象の「森のキッズ」の参加者を拡大させ、コロナ禍で影響を受ける

子どもたちに豊かな森林体験活動の場を提供しました。さらに、これまで夢マップ

プロジェクトとして整備してきた時ノ寿の森を、誰もが自由に森とのつながり方を

実践できる場所「人と森を結ぶプラットホーム」をお披露目する内覧会を開催し、

森林を社会全体で利用し守っていく新たなスタートを切りました。他にも、企業等

からの新たな寄附や寄贈の獲得、活動を社会へ発信するＣＭ出演やふれあいの森づ

くり国土緑化推進機構理事長賞の受賞など大きな成果がありました。 

地球規模のSDGsや脱炭素社会の取り組みは、今を生きる私たちの責任であり、使

命であると思います。今こそ初心を忘れず、この活動が社会課題の解決になります

よう、意を一にする団体や個人の皆様との「共創」により、取り組んでまいります。 
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